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論　　文　　の　　要　　旨

　本研究は，主体である人間集団の環境観（人間集団が認識し，評価した環境）を研究対象とし

て，環境観が相対的であるか否かを，時間・空間両働面から実証的かつ帰納的に解明することを

企画したものであって，第I部：概念の検討（4章），第巫部：相対的認識像の事例研究（6章），

第唖部：結論からなる構成である。

　第亙部では，問題の所在，研究目的と方法，隣接諸学をも含めた既往の諸研究の成果と限界な

どに言及し，本研究の果す意義について論述している。

　まず第！章では，環境は主体があってはじめて成立する相対的概念であるが，従来の地理学的

研究の多くの場合，主体の側からの追究が不充分と指摘し，人聞集団の時空的異質性解明の必要

性について述べている。

　第2章では，従来その実態が明示されていない環境観の相対性を，実証的事例研究によって追

究し，環境研究に不可欠な主体の異質性を，時・空両側面から明らかにするとの企図を明示し，

研究方法には，みずから開発の「好まれない空聞」（嫌われ空聞）を要指標として採用すること

の意義を述べている。

　第3章では，地理学ラ歴史地理学，心理学および文化人類学などの研究動向展望の結果，環境
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観の相対性は，時空両面からの追究により把握可能であることを理論的に確認できるとし，ただ

し過去の環境認識解明の手法は，今日でも未開拓に等しいとして，本研究が過去の景観復原への

途を開いたと強調している。

　第4章では，好まれない空問把握のための具体的指標としてどのような事象を採用すべきかと

の観点から，本研究で追究した各事例に関する相互関係を述べている。

　第狂部の各章は，上述した各指標を用いた事例研究で，時と所の相違により同一事象に対する

認識と評価が異なっていること，人問集団の環境観がいかに相対的であるかの実証を企図した論

述である。

　まず第1章では，北海道開拓に際し，集治監が集落形成の核となった事が例外ではないことを，

現地調査と豊富な資料採訪によって究明し，反杜会的な罪とかかわる行刑施設とその周辺が，つ

ねに好まれない空問であるとは断定できないこと，今日の一般的価値観と明治の北海道のそれと

の対比の結果，このような空間がまことに相対的であることを論述している。

　第2章は，埼玉県吉見町を事例として，一般の家相観では凶とする方角（南西）が，ここでは

「富士向き」と呼び吉とすることに着眼し，その一因は亡の地域の局地的な強風にあることを実

証，詳細な現地調査と江戸期の各種「学相書」の探索による伝統的家相観の把握結果との対比か

ら，同一空間に対する評価が，地域により相対的であると述べている。

　第3章では，事例を茨城県桜村に求め，村落社会における虫送りと道切りの民俗行事にあって，

ムラ境とする地点が行事によっては異ることを実証し，邪悪という好まれない空間が，同一社

会においてさえ相対的な領域観に基づくものであると述べている。

　第4章では，海水浴導入期には医療が主眼とされたから，その立地条件が波の荒い岩場のある

海岸を適地としたのに対し，娯楽を目的とする今日の海水浴場の場合は，前者こそ危険水域とし

て遊泳禁止区域となっているに言及，目的が異る場合の評価の相対性について述べている。

　第5章では，瀬戸内斜面一帯に今日も分布する石風呂入浴の習慣を有する人々（他人の汗が多

く浸み込んだ床に横臥）と，この習慣のない人々との間に認められる不快感の相対性を指摘し，

一般に不快感と意識される事象に．も地域的に異なる面が認められることを述べている。

　第6章では，死と関連する空問について，西日本一帯に分布する忌言葉ヒロシマ（死後の世

界）を指標として，元来は地名ではなかったのが，同音の混同から今日では広島市と意識されが

ちになった結果，この忌言葉を用いる人々と広島市の現住者との間に，相対的な認識像開きが見

出されると述べている。

　第皿部　結論では，本研究の成果としてまず，従来は論理的推察にとどまっていた環境観の相

対性について時空両面にわたり実証的に提示できたことをあげ，事例研究の結果から，その実態

を通時的相対性，地域的相対性，時空同一（状況）的相対性の三つの類型にまとめることが可能

と主張し，現代の景観との対比によって過去の環境観復原を実証的に停止する研究手法は，本研

究の結果創案したものと論述している。
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審　　査　　の　　要　　旨

　本研究は，相対的環境観の実証的解明を企図したもので，時代・空間両側面からの追究を進め，

等質的と見傲されがちの日本社会だけに対象を限定してさえ，時代・地域にによって異質的環境

観が明白に認め得ると把握した，まことに独創的な研究成果である。

　この種の課題は，従来，歴史地理学のみならず地理学その他の隣接諸学でも実証的解明が渇望

されながら，ことに過去における相対的環境観に関しては，過去の人々の認識像復原に多くの制

約があるため，唯，論理的推論が展開されたにすぎなかった。本研究によって，この種の制約排

除の第一歩が確立されたことは，まず第一に評価できる。

　研究手法開発のために隣接諸学にまで文献検索の手を拡げ，それらへの批判を加えたうえで，

理論面でも実証的にも妥当な方法を案出し，人々の主観が反映する「好まれない空聞」概念の把

握には客観的視座を提示するなど，論述の所々に独自的な新見解が認められることは，十分評価

できる。

　ただし独創的な研究なるがゆえになお，再考察を要することもいくつか指摘できる。たとえば

用語の概念規定にはなお不備な点が残り，考察の論理的展開にも，新進の研究者に共通な叙述不

足がないわけではない。創案の研究方法の場合，過去の景観復原のための資料がきわめて乏しい

時ラいかにして今日の景観との対比を進めるかとの言及が不備で，「好まれない空聞」把握のた

めの指標は，この研究で採用の各事例以外に求め得るか否かなど，いずれも今後の再考察が期待

される。

　このような欠点がみられるものの，従前全く未開発であった相対的環境観を実証的に解明し，

等質的と見傲されがちの人聞集団の場合にさえ異質的な側面が明白に認められるとの見解を，ま

ことに妥当な方法によって追究し，そのうえこのような側面把握のために独自の研究方法を開発

提示したことは，歴史地理学のみならず人文地理学および隣接諸学にもわたる研究水準向上に，

きわめて示唆に富む有意義な研究成果であると評価する。

　よって，著者は文学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。

一371一


